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１. はじめに 

 浅間山周辺 28 の関係機関により組織される浅

間山火山防災対策連絡会議は、火山噴火対応力の

向上を目的として状況判断型であるロールプレイ

ング方式防災訓練（以下、RP 訓練）を 2006 年よ

り実施している。 

 本発表では、より効率的な RP 訓練の実施を目

指して、2006 年から 2011 年に浅間山で実施され

た RP 訓練参加者に対するアンケートを分析し、

RP 訓練の実施手法に関する課題について把握した

結果を報告する。 
     

２. アンケート調査結果の分析 

(1) 分析に使用したデータ 

 過去 5 年間に実施された浅間山 RP 訓練でのア

ンケートのうち、「Q.訓練に参加して今後の RP

訓練のやり方など、参考となりますご意見があれ

ば、ご自由にご記載ください。」という自由解答

欄に回答のあった 192 のテキストデータを使用し

た。(表 1) 
     

表 1．浅間山 RP 訓練のアンケート回収状況 

 

     

(2) 分析の方法 

 アンケートの自由回答欄の分析においては、客

観性の保持が非常に重要な課題となる。この問題

を解決し、膨大なテキストデータを定量的に分析

する方法としてテキストマイニングがある。 

 ここでは、テキストマイニングによる分析を行

い、指示的な項目や設問からでは把握できない RP

訓練の実施手法に関する課題や因果関係の把握を

試みた。なお、分析に際しては技術情報が公開さ

れており、多くの研究論文で利用されている KH 

Coder(Ver.2.beta.28b)を使用した。1) 

(3) 分析の結果 

 まずアンケート自由記述欄の回答について、テ

キストデータとして形態素解析を行い、同じカテ

ゴリとなる語に対してコーディングルールを作成

した上で、それぞれの語がいくつの文章中に出現

したか集計した。(表 2，表 3) 
     

表 2．抽出語・リスト頻出 100 語 

 

表 3．機関別の抽出語・リスト頻出 10 語 

 
     

 頻出語としては｢訓練･コントローラー･プレイ

ヤー･情報｣といった RP 訓練そのものを示す言葉

が多い。それに次いで｢防災対応･人数･シナリオ･

事前･時間｣といった言葉が多く出現しており、こ

れらは RP 訓練の実施手法に関する課題のキーワ

ードと見ることができる。また、機関別に見てい

くと国･県･市町村の機関は｢防災対応｣が多く、こ

れに対して気象庁･気象台等は｢人数｣、警察･消

防･自衛隊は｢現場･役割｣、その他の機関は｢外部

機関･資料｣といった言葉が多く出現しており、機

関ごとの特徴が見られた。 

 次にリストアップしたキーワード間の関連性や

キーワードがどのような文脈で出現しているか語

と語のつながりを分析し、RP 訓練の実施手法に関

する課題の可視化を行った。なお、分析は自然言

語処理で一般的に用いられる共起関係(キーワー

ドの同時出現頻度)を得る方法を基本とし、出現

数の多いキーワードほど大きな円で描き、他のキ

2006年7月28日 53 24 45% 緊急減災対策の具現化

2008年2月8日 101 53 52% 噴火警戒レベル3までの防災行動（群馬県側機関）

2009年2月13日 90 44 49% 噴火警戒レベル3までの防災行動（長野県側機関）

2010年2月17日 75 34 45% 融雪型火山泥流の防災対応の基本方針案・対応骨子

2011年2月25日 73 37 51% 融雪型火山泥流による噴火警戒レベル4・5対応骨子

合　　計 392 192 49%

実施日 標本数 訓練テーマ
有効標本数

（自由解答欄記入）

抽出語 文書数 抽出語 文書数 抽出語 文書数 抽出語 文書数

訓練 49 ロールプレイング 8 発生 5 箇所 3
コントローラー 34 検討 8 付与 5 課題 3
プレイヤー 32 増員 8 噴火 5 回答 3
情報 27 被害 8 流れ 5 改善 3
防災対応 27 理解 8 ホワイトボード 4 開催 3
人数 17 連絡 8 マスコミ 4 管理 3
シナリオ 16 実施 7 火山 4 規制 3
事前 16 情報伝達 7 会議 4 強制情報 3
時間 16 判断 7 記入 4 業務 3
対応 15 評価 7 決定 4 訓練テーマ 3
電話 15 確認 6 行動記録 4 県 3
訓練時間 14 現場 6 市町村 4 効果 3
状況 14 工夫 6 紙 4 向上 3
想定 14 災害 6 資料 4 時期 3
関係機関 13 作業 6 自衛隊 4 実戦 3
情報共有 13 指示 6 集中 4 実践 3
情報付与 12 短い 6 処理 4 所内 3
機関 11 内容 6 場面 4 人員 3
参加 11 役割 6 整理 4 浅間山 3
不足 11 システム 5 体制 4 増設 3
訓練方法 10 具体 5 大画面 4 対策 3
外部機関 9 使用 5 担当 4 統一 3
記録 9 住民 5 噴火警戒レベル 4 統括 3
情報カード 9 台数 5 カメラ 3 発表 3
説明 9 把握 5 ルール 3 報告 3

抽出語 文書数 抽出語 文書数 抽出語 文書数 抽出語 文書数 抽出語 文書数 抽出語 文書数

訓練 21 プレイヤー 9 訓練 9 プレイヤー 4 コントローラー 13 コントローラー 9

コントローラー 14 防災対応 6 防災対応 7 訓練 4 訓練 10 情報 6

防災対応 13 コントローラー 5 情報 6 人数 4 プレイヤー 8 プレイヤー 4

情報 9 シナリオ 5 対応 6 作業 3 情報 7 外部機関 4

想定 9 訓練 5 人数 4 状況 3 現場 5 資料 4

プレイヤー 8 事前 5 プレイヤー 3 電話 3 役割 5 統括 3

訓練時間 7 時間 5 時間 3 不足 3 外部機関 4 システム 2

時間 7 参加 4 情報付与 3 コントローラー 2 関係機関 4 箇所 2

シナリオ 6 情報カード 4 増員 3 プレーヤー 2 資料 4 関係機関 2

警察・消防・自衛隊 その他（学識者等）国機関 県機関 市町村機関 気象庁・気象台等

- 670 -

Pb-63



 

 

ーワードとの関わりが高い(次数中心性が高い)も

のほど濃い着色とした。(図 1) 
     

 

図 1．抽出語･共起ネットワーク(次数中心性) 
     

 ここで、出現数の多いキーワードであった｢防

災対応･人数･シナリオ･事前･時間｣について他の

キーワードとのつながりを整理した。 

①｢時間｣は次数中心性が高く、｢時間｣のつながり

を見ると｢防災対応･情報付与･整理･記入･処理｣

が挙げられ、“防災対応など行動を行うための

時間の確保”が課題として見えてくる。 

②｢人数｣は次数中心性が高く、つながりを見ると

｢外部機関･増員･不足･コントローラー･プレイ

ヤー｣が挙げられ、“訓練における効率的な人

員配置”が課題として見えてくる。 

③｢シナリオ｣と｢事前｣の 2 つのキーワードのつな

がりとしては、｢想定・説明･訓練方法｣が挙げ

られ、“シナリオや訓練方法、訓練での想定に

対する事前説明”が課題として見えてくる。 

④頻出語ではないが、他キーワードとの関連で

｢把握｣は次数中心性が非常に高く、｢状況･担

当･体制･流れ･工夫･使用･ホワイトボード｣とい

ったつながりから“他機関の状況の把握”とい

う課題が見えてくる。 
     

３. これまでの RP 訓練における課題 

 アンケート結果の分析に加えて、訓練時の行動

記録（情報のやりとりを紙に記述したもの）や既

往報告 2)により訓練実態を把握した。その結果、

前述したキーワードごとに、以下のような内容で

課題が抽出された。 

(1) 防災対応を行うための時間の確保 

 情報付与の間隔が密であることが問題と考えら

れ、計画段階から余裕を持ったタイムテーブルと

する必要がある。また、行動記録などが全て手書

きであると同時にメールや FAX が人配達であるた

め、実際より時間を取られている。 

(2) 効率的な人員配置 

 現状は基本的にプレイヤー1 機関(2 人)に対し

て、評価記録と情報付与のコントローラー(2 人)、

メール･FAX 配達人(1 人)と訓練全体で外部機関コ

ントローラー(10 名程度)の人員配置となっており、

プレイヤー以外の人員が大半である。 

(3) シナリオや訓練方法の事前説明 

 浅間山では毎年 RP 訓練を行っているが、参加

者が行政担当者を中心としているため、人事異動

により訓練初参加が半数を超える状況である。 

(4) 各機関の状況把握 

 同一の情報共有プラットホームが機能していな

いため、各機関で他機関の動きを把握できていな

い。 
     

４. まとめ 

 本報告では、より効率的な RP 訓練の実施を目

指して、浅間山 RP 訓練のアンケート結果を分析

し、｢防災対応を行うための時間の確保｣｢効率的

な人員配置｣｢シナリオや訓練方法の事前説明｣｢各

機関の状況把握｣といった RP 訓練の実施手法に関

する課題を把握することができた。 

 火山噴火のような大規模災害に対する RP 訓練

は、28 機関も参加していることもあり大規模で、

参加して訓練するのも手間がかかる。「訓練のた

めの訓練」にならないためには、訓練のポイント

を絞って付与情報の密度を下げると共に ICT を活

用して処理の手間を減らし、訓練そのものを省略

可していくことが必要である。 

 また、スムーズな RP 訓練の実施のためには、

普段の仕事に即した訓練シナリオとすることや、

毎年違うことをやらず訓練方法の定型化を進める

こと、写真や動画の入った解りやすい事前説明マ

ニュアルの作成することで、訓練に対する理解度

を上げていくことも必要である。 
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